
高潮対策案の検討について 資料２

１．台風第21号を踏まえた高潮対策案
(1)再度災害防止対策
浸水した地区（堤内地）について、浸水原因を踏まえ、台風第21号と同じ高
潮・高波が来ても、浸水被害を生じさせない対策を実施する。

(2)高潮対策の見直し
台風第21号を踏まえ、今後、設計に用いる高潮・高波の外力の見直しを行い、
浸水した地区以外の対策にも生かしていく。
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図１．台風第21号における浸水状況図



２．海岸の高潮対策見直しの方向性

２

防潮堤高さ＝①高潮による設計高潮位 ＋②高波による必要高等

※1 設計高潮位（大阪湾沿岸の例）
満潮時に伊勢湾台風規模の台風が、室戸台風経路を通過した条件で計算した潮位上昇（計画偏差）を見込み
設定した潮位

※2 高波による必要高等
設計波に対して、堤内地への許容越波流量や波のうちあげ高から必要となる高さ（一般に防潮堤の設置位置が
汀線よりも沖側にある場合には越波流量から算定）
また、堤体の沈下や背後地の状況などに応じて、必要な余裕高等を設定する。

（１）海岸の計画堤防高の考え方

表１.高潮・高波の現行の外力条件（尼崎西宮芦屋港）と台風第21号との比較
現行の外力条件（尼崎西宮芦屋港） 台風第21号（9月4日）

高潮 潮位 T.P.+0.9ｍ
Ｓ29～Ｓ38の台風期の天保山検潮所の朔望
平均満潮位実測値

西宮：T.P.+0.52m、尼崎：T.P.+0.51m
14:15の推算天文潮位

偏差 西宮・芦屋：2.7ｍ、尼崎：3.0ｍ
伊勢湾台風規模の台風が室戸台風経路を
通過した条件で計算した計画偏差

西宮：2.72ｍ、尼崎：3.02ｍ
14:15の平滑潮位－推算天文潮位

高潮位 【設計高潮位】 西宮・芦屋：T.P.+3.6ｍ
尼崎：T.P.+3.9ｍ

西宮検潮所：T.P.+3.24ｍ(14:15)
尼崎検潮所：T.P.+3.53ｍ(14:15)

高波 沖波 （50年確率波） ※Ｈ24以降の設計に適用

4.07ｍ（周期 8.0s、波向 SSW） ［波向別の最大値］

昭和30年～平成18年までの52年間の台風
データ等を用いて算定した50年確率波

（尼崎西宮芦屋港の波浪推算結果から
算出した沖波※）
5.18ｍ（周期 8.6ｓ、波向ＳＷ）

［波向別の最大値］
※浅水変形を考慮しない、換算した波高

高潮対策案の検討について



３

（２）台風第21号の再現期間

①高潮偏差及び高潮潮位の再現期間

大阪港
の高潮位
3.29m

80年程度

大阪港
の偏差
2.77m

50年程度

三大湾内の高潮推算における台風パラメータ－の影響（国総研資料 第1039号 平成30年7月）の表【抜粋】に加筆
※大阪湾内では、大阪港での再現期間を評価しているため、大阪港での偏差、潮位で比較

台風第21号の高潮偏差、高潮潮位の再現期間は、50～80年程度

高潮対策案の検討について

図２．最大高潮偏差の再現期間 図３．最高潮位の再現期間



４

②高波の再現期間

台風第21号の高波の
再現期間は
80～130年程度

尼崎西宮芦屋港(西宮防波堤沖)
における1955年～2016年の62年
間の台風データ等と台風第21号
の計398個の波浪推算値を用い
て再現期間を評価

（３）高潮対策見直しの方向性
台風第21号の潮位は設計高潮位を下回ったものの、高波は現行の外力条件を
大きく超えるものであった。
このため、今後の設計に用いる沖波については、台風第21号も含めた最新の
推算データも加味した50年確率波に見直す方向で検討する 。

高潮対策案の検討について

80年程度

図４．尼崎西宮芦屋港沖波※データ（SW） 図５．尼崎西宮芦屋港沖波※データ（SSW）

125年程度

尼崎西宮芦屋港
(西宮防波堤沖)の
沖波 4.32m※

※浅水変形を考慮しない波※:浅水変形を考慮しない波

尼崎西宮芦屋港
(西宮防波堤沖)の
沖波 5.18m※



▽①設計高潮位

▽朔望平均満潮位

河川の計画堤防高

３． 今後の河川の計画堤防高の考え方（大阪湾沿岸）

河口部は河川及び海の両方の影響を受けるため、河口部の計画堤防高を設定する際には、洪水の計画高水位と設
計高潮位の両方について検討し設定する。

河川の計画堤防高＝①設計高潮位 ＋②高波 による必要高等

※1 設計高潮位
満潮時に伊勢湾台風規模の台風が、室戸台風経路を通過した条件で計算した潮位上昇を見込み設定した潮位
※2 高波

50年確率波の沖波を用いた波浪変形計算による、河川内での波高の１／２

②高波による必要高等

高潮区間

高潮対策案の検討について

５図６．河川計画堤防高のイメージ



４－１ 浸水地区対策（海岸）【①南芦屋浜地区】

６

・主に越波により浸水した区間について、防潮堤
の嵩上げを基本に再度災害防止対策を検討

・その他の区間についても、外力条件の見直しや
防潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等必要
な対策を検討

・高潮対策にあわせて内水対策の検討も必要

南護岸

ビーチ護岸

東
護
岸

西
護
岸

対策

図８．代表断面図

最高潮位
T.P.+3.11m
換算沖波
3.11m

T.P.+5.0m

高潮対策案の検討について

代表断面箇所

主に越波により浸水した区間

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

図７．南芦屋浜地区 浸水範囲図



４－１ 浸水地区対策（海岸）【②西宮浜地区】

・主に越波により浸水した区間について、胸壁の
嵩上げを基本に再度災害防止対策を検討

・陸閘損壊により浸水した箇所は、陸閘の閉鎖（ス
ロープ化）を含めた対策を検討

・その他の区間についても、外力条件の見直しや
防潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等必要
な対策を検討

流
入

対策

図１０．代表断面図

胸壁T.P.+3.8mT.P.+2.0~2.5m
最高潮位
T.P.+3.34m

７

換算沖波
1.63m

高潮対策案の検討について

代表断面箇所主に越波により浸水した区間

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

図９．西宮浜地区 浸水実績図



４－１ 浸水地区対策（海岸）【③甲子園浜地区】

８

・主に越流及び越波により浸水した区間について、
防潮堤の新設・嵩上げを基本に再度災害防止
対策を検討

・その他の区間についても、外力条件の見直しや
防潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等必要
な対策を検討

対策

図１２．代表断面図

T.P.+5.1m最高潮位
T.P.+3.37m
換算沖波
2.52m

高潮対策案の検討について

代表断面箇所

主に越波により浸水した区間

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）図１１．甲子園浜地区 浸水実績図



４－１ 浸水地区対策（海岸）【④鳴尾地区】

９

・主に越波により浸水した区間について、防潮堤
の嵩上げを基本に再度災害防止対策を検討

・その他の区間についても、外力条件の見直しや
防潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等必要
な対策を検討

対策

図１４．代表断面図

最高潮位
T.P.+3.37m

T.P.+5.0m

換算沖波
2.49m

高潮対策案の検討について

代表断面箇所

主に越波により浸水した区間

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

枝川浄化センター

図１３．鳴尾地区 浸水実績図



４－１ 浸水地区対策（海岸）【⑤鳴尾浜】
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・主に越波により浸水した区間について、防潮堤
の嵩上げを基本に再度災害防止対策を検討

・逆流対策として、フラップゲートなど逆流防止対
策を検討

・その他の区間についても、外力条件の見直しや
防潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等必要
な対策を検討

・内水対策として、ポンプの増設等を検討

対策

図１６．代表断面図

T.P.+5.5m最大潮位
T.P.+3.21m
換算沖波
2.35m

高潮対策案の検討について

代表断面箇所主に越波により浸水した区間

排水口からの
逆流

内水による
浸水

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

図１５．鳴尾浜地区 浸水実績図



４－１ 浸水地区対策（海岸）【⑥丸島地区】
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・主に越波により浸水した区間について、防潮堤の
新設・嵩上げを基本に再度災害防止対策を検討

・その他の区間についても、外力条件の見直しや防
潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等必要な対
策を検討

対策

T.P.+5.7m
最大潮位
T.P.+3.21m

図１８．代表断面図

換算沖波
3.11m

高潮対策案の検討について

代表断面箇所

主に越波により浸水した区間

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

図１７．丸島地区 浸水実績図



４－２．浸水地区対策（河川）【①高橋川・②宮川】

・堤防高が不足する区間において、堤防の嵩上げを基本に検討（堤防がない区間は新設）
・橋面高が不足する橋梁について、高潮時に橋梁の両岸に仮設の遮蔽板等の設置を検討（構造・管理方法について、神戸市・芦屋市と調整）

深江橋水位計（神戸市）
T.P.3.30m(14:15)
(河川モニタリング
カメラ映像の読取値)

下薬王寺橋

薬王寺橋

深江橋

阪神電鉄橋梁

深江駅

N

高橋川 越流による浸水範囲

中薬王寺橋

出合橋

堤
防
か
ら
溢
水
し
た
区
間

橋面から溢水した橋梁

浸水面積 約13ha
浸水深（最大） 90cm
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堤
防
か
ら
溢
水
し
た
区
間

N

宮川 越流による浸水範囲

5000

浸水面積 約10ha
浸水深（最大） 30cm

橋面から溢水した橋梁

図２１．仮設の遮蔽板 設置例

高橋川

高橋川

高潮対策案の検討について

対策

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成

図１９．高橋川 浸水実績図 図２０．宮川 浸水実績図

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに芦屋市で作成



高潮対策案の検討について
５．まとめ
◆台風第２１号の潮位は設計高潮位を下回ったものの、高波は想定を大きく超えるものであった。
◆このため、防潮堤等が整備されている背後の堤内地では、主に高波による越波によって浸水した。
◆嵩上げ対策など浸水原因に応じた再度災害防止対策に早期に取り組むべき。
◆高波条件等の見直しを行い、浸水した地区以外の対策にも取り組むべき。

地区 浸水範囲
[浸水深（痕跡値)]

主な浸水原因 高潮対策案

海岸 ①南芦屋浜 約２７ha
[２０～６７cm]

・越波 ・主に越波により浸水した区間について、防潮堤の嵩上げを基本に
再度災害防止対策を検討
・高潮対策にあわせて内水対策の検討も必要

②西宮浜 約２１ha
[１０～５２cm]

・越波
・その他要因

・主に越波により浸水した区間について、胸壁の嵩上げを基本に再
度災害防止対策を検討
・陸閘損壊により浸水した箇所は、陸閘の閉鎖（スロープ化）を含め
た対策を検討

③甲子園浜 約３８ha
[３～９５cm]

・越流
・越波

・主に越流及び越波により浸水した区間について、防潮堤の新設・
嵩上げを基本に再度災害防止対策を検討

④鳴尾 約６ha
[１５～５０cm]

・越波 ・主に越波により浸水した区間について、防潮堤の嵩上げを基本
に再度災害防止対策を検討

⑤鳴尾浜 約１０４ha
[１２～７８cm]

・越波
・内水
・その他要因

・主に越波により浸水した区間について、防潮堤の嵩上げを基
本に再度災害防止対策を検討

・逆流対策として、フラップゲートなど逆流防止対策を検討
・内水対策として、ポンプの増設等を検討

⑥丸島 約４５ha
[３０～６０cm]

・越波 ・主に越波により浸水した区間について、防潮堤の新設・嵩上
げを基本に再度災害防止対策を検討

河川 ①高橋川 約１３ｈａ[～９０cm] ・越流 ・堤防高が不足する区間において、堤防の嵩上げを基本に検討
（堤防がない区間は新設）
・橋面高が不足する橋梁について、高潮時に橋梁の両岸に仮設の
遮蔽板等の設置を検討

②宮川 約１０ha[～３０cm] ・越流

約２６４ｈａ ※その他の区間についても、外力条件の見直しや防潮堤の沈下
状況等を踏まえ、嵩上げ等必要な対策を検討 13

表２． 高潮対策案の検討について


